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ターゲット
・小学校高学年（5年生、6年生）を対象とする。

・小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示）に準拠し、

義務教育課程で活用できる学習教材とする。

作成範囲
・令和７年度は県内５圏域のうち３圏域を作成した。

・令和８年度は残り２圏域の作成を予定している。

※『東濃地域』は多治見砂防国道事務所が作成済み
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構 成
・【共通編】と【地域編】の２部構成

・各編１０ページ程度とし、【地域編】は各圏域で作成する。

・タブレット授業を想定し、電子媒体での作成を実施する。
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神通川水系砂防事務所

多治見砂防国道事務所

越美山系砂防事務所

東濃圏域の砂防副読本

・令和６年度に多治見砂防国道事務所が作成した。
・『四ツ目川災害』を代表とする東濃圏域の砂防の歴史
を掲載している。

・令和７年度に正式にお披露目された。

砂防副読本の作成、配布

R7作成

R8作成
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副読本の構成
・砂防についての知識を深める「共通編」

地域別の特色に合わせた「地域編」の２部構成

・各地域の市町村等のキャラクターを利用

共通編 地域編
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副読本の利用環境
・小学校のタブレット授業に合わせ電子化

・データは県のサーバ上に保管し、授業の際

に、データを読み込み利用

・タッチパネルで様々な情報を表示可能

砂防副読本の構成
トップページ



砂防副読本 共通編

共通編の内容

・土砂災害の種別や近年の雨の状況などを紹介するとともに、ホップアップ表示により多くの情報を提供

・国交省の公開している動画などを活用し、より直感的に伝え、理解を深めるよう工夫

・土砂災害の前触れや、危険な場所を知るための防災面の情報も充実

国土交通省の
動画ページへジャンプ



砂防副読本 地域編 1/2

地域編の内容 その１

・各地域の地質や地形の特徴に着目した解説

・各地域の災害の歴史と、先人たちが培ってきた技術や砂防施設の歴史、変遷について詳しく解説

・子供たちに自らの居住地の歴史に触れて、理解を深めることをねらう



砂防副読本 地域編 2/2

地域編の内容 その２

・ハード対策による防災効果について、各地域の顕著災害事例と施設効果について紹介

・コラムには地域ごとの伝承などを掲載し、地域に伝わる歴史について深く学べるよう準備

・ICT施工などDXに関する情報の掲載し、建設業の魅力向上を図っていく

コラムには地域の伝承も掲載

３Dモデル。ドローン、 ICT施工など
子供たちの興味がわきやすい話題も
提供



学校現場における防災教育（砂防学習）の充実に向けて 

・令和７年度に学校における砂防学習の実践ヒントや指導例等が整理された教員向けの砂防学習教材

『学校における砂防学習』が国からリリースされた

・本県の砂防副読本は、学校の防災教育における課題である教材不足による負担を軽減する子供向け

の副教材を目指し、県教育委員会と連携して作成

・『学校における砂防学習』と『砂防副読本』の連携により、先生方の教材探しや指導準備の負担を

軽減し、学校現場における砂防学習を充実させることを目指す

※各章の見出し抜粋

『砂防副読本』『学校における砂防学習』

・土砂災害（砂防）の授業教材が欲しい！

・小学生に土砂災害の動画や画像をみせたい！

・こどもたちが住む地域の情報を集めたい！

Etc…

・授業に向けて、副読本の内容をより詳しく

インプットしておきたい！

・砂防学習で押さえるべきポイントは？

・砂防学習の指導例を参考にしたい！

連 携
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